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　2017年５月13日
（土）の五月晴れ、
長崎地区労会館に
おいて構成組織女
性交流会を開催、
36人の方に参加い
ただきました。前半
は、「1＋1＝女性の
力」と題し、講師は

連合福岡の政策・労働条件局長、豊福明子先生の講話
がありました。後半はワークショップで日頃の問題を出し
合って討議し、楽しいゲームも取り入れながら、イベントが
盛り沢山でした。ランチはおしゃれなイタリアンレストランで、
アイスブレイク、自己紹介と楽しく交流。皆お腹も気持ちも
とても満足された様子でした。メインイベントの講話では、
先生の経歴から始まり、日教組や元小学校の先生、大学
の講師と肩書きが実に多く、当時女性議員が珍しかった
頃、県議選に出馬、終盤で逆転され落選された経験も。
しかし、先生はイタリアン気質の明るい方でした。テーマ

である「1＋1＝女性の力」は、母性の考え方も加わって組
合活動に、幅広く相乗的に発揮できたという先生の持論
だそうです。昔は子ども連れで組合活動に参加し、子ども
にも男性にも良い影響を与えた時代があったとのこと。後
半のワークショップでは、組合未加入の問題、暗い現実
話がありましたが、我がグループに、豊福先生も飛び入り
参加、組合員勧誘のアドバイスはだますことが大切（笑）、
低迷する組合活動において、黙ってはいけない、声を上
げることが大事であるとも助言をいただきました。参加者
にとって、収穫の多い交流会となりました。

構成組織女性交流会構成組織女性交流会

男女平等月間学習会男女平等月間学習会

構成組織女性交流会 ～女性が輝くために　みんなで声を上げていこう～

男女平等月間学習会 ～多様性を認め合い、誰もが働きやすい職場にしよう！～

　６月３日（土）長崎県勤労福祉会館で男女平等月間学
習会が開催されました。
　1986年６月１日に「男女雇用機会均等法」が公布された
事をふまえ、６月を「男女平等月間」と設定し、連合をはじ
め国や県も様々な取り組みが行われています。
　今回は、連合長崎男女平等参画推進委員会の中村副
委員長の挨拶のあと、Ｔａｋｅ ｉｔ！虹 代表 儀間 由里香 様
に「ＬＧＢＴってなんだろう？」と題し、ご自身も性的マイノリ
ティーとして悩まれた経験をふまえ、ＬＧＢＴの様々な苦悩と
現状を分かりやすく説明いただきました。 ①当事者の数は
人口の7.6％、長崎県人口で換算すると約10万人いる計
算となり、身近な事であるが、誰にも相談できず、自分を
出せずにいる人がいること。 ②「男は男らしく女は女らしく」
が当たり前の社会の中で、自分自身をも受け入れられず、
社会生活に支障をきたし、自殺に追い込まれる当事者も
いること。 ③様々な問題を解決するには、性別は、あては

めるものではなく当事者自身が決めることであることを知
り、多様性を知ること。当事者それぞれに望む対応は様々
なので、対話が大事であること等、大変考えさせられる内
容でした。最後に、連合から「ＬＢＧＴに関する職場の意
識調査」の結果報告があり、職場でどう受け止められてい
るか、課題など発表がありました。連合はこの調査結果を
活かして職場の取り組みをサポートし、新たな運動を展開
していきます。
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　　  ①役職：氏名
　　  ②産別（単組）
　　  ③趣味
　　  ④一言

①委員長：中村　正子
②日教組
③ガーデニングとオペラ鑑賞
④普段交流がない職域の
みなさんと話しができる
のが楽しみです。

①副委員長：橋本　幸枝
②電力総連
③散歩・ＤＶＤ鑑賞
④１年限りではありますが、
この１年を活かして多く
の事を経験していきたい
と思います。

①事務局長：福田　康子
②ＪＰ労組
③登山
④連合３年目で更なる成長
ができるよう頑張ります。

①幹事：中井　慶子
②自治労（県職）
③お花と絵画鑑賞
④電話や挨拶を若作りして
言うようにした

①幹事：冨永　なるみ
②自治労（波佐見町職）
③野球観戦
④まだまだ分らないことば
かりですが、頑張ります！

①幹事：原田　真理
②基幹労連
③スポーツ観戦
④仕事に育児に余裕のな
い毎日ですが、できる
範囲で活動できればと
思っています。よろしくお
願いします。

①幹事：村山　加奈子
②情報労連
③サウナ・ゴルフ
④引き続き頑張ります

後列左から　村山幹事、中井幹事、冨永幹事
前列左から　橋本副委員長、中村委員長、福田事務局長
枠内　原田幹事

　2017年３月４日（土）長崎地区労会館２階 会議室にお
いて『3.8国際女性デー長崎集会』」が開催されました。
　この集会は150年以上前、1857年3月8日、ニューヨー
クの被服工場で働く女性たちが低賃金、長時間労働に抗
議を行ったことが「3.8国際女性デー」の起源であると言わ
れています。その後1908年３月８日に、女性労働者たちが
賃金改善と労働時間短縮、そして婦人参政を求めて「パン
とバラ」を掲げて、デモを行ったことが始まりで、以来、こ
の日は「女性の政治的自由と平等のために行動する記念
日」と位置づけられ、賃金・労働条件の向上を表す「パン」
と、女性の尊厳・人権の確保を表す「バラ」をシンボルに、
世界各国で様々な行動がされています。連合長崎では、
1996年から春季生活闘争の統一行動として全国の仲間と

一緒に行動に取り組んでいます。
　今回は、定年まで元気に働き続けるために、「健康・スト
レス解消」をテーマに、ロータスブルームヨガ代表の岡西康
子氏を講師にお迎えし、「らくらくストレッチヨガ」教室が開催
されました。
　講師の方から「ヨガで一番大事なのは呼吸法」ということ
を話され、吐く息と吸う息を意識しながら、約２時間参加
者全員でストレッチを行いました。ストレッチを行うことで、
疲労で疲れきった体をほぐすことができ、心も身体もリフレッ
シュすることができました。
　忙しい毎日の中にも、少しでも今日の疲れをリセットする
時間をつくること、自分のための時間をつくることが大切だ
と、ヨガを通して感じました。

3.8国際女性デー長崎集会3.8国際女性デー長崎集会3.8国際女性デー長崎集会 ～らくらくストレッチヨガ教室～
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